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　任期満了に伴う改選により、農業委員会の新体制が７月21日にスタートし、同日開催の臨
時総会において任命書が交付されました。委員の任期は令和11年７月19日までです。
　農業委員19人、農地利用最適化推進委員18人が連携し、農地の利用調整、遊休農地の発生
防止など、地域農業の発展のための活動に取り組みます。
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農業委員・農地利用最適化推進委員紹介
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　農業委員・農地利用最適化推進委員に就任
した皆さんを紹介します。
　会長には米原文明さん（寺島・再任）、会長
職務代理者には齋藤登さん（指塩・再任）が
選出されました。

　農地の貸し借りなどで困っていることがあ
りましたら、農業委員・農地利用最適化推進
委員へご相談ください。

任期／令和８年７月20日～令和11年７月19日
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米 原　文 明

会長就任にあたり
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　このたび、７月 21日の総会におきまして、皆
様からのご推挙を賜り、会長に就任させていただ
くことになりました。身に余る光栄と職務の重さ
を痛感しているところであります。
　さて、任期満了に伴う改選におきまして、農業
委員 19人（新任８人）、農地利用最適化推進委員

18人（新任９人）が就任され、任期３年間のスター
トとなりました。
　今日の農業における現状は、全国的に農業従事
者の高齢化、担い手の不足から、耕作放棄地の拡
大などが懸念されるところでありますが、農業者
をはじめ、農業委員、推進委員からのお力添えを
賜り、農地利用の最適化の推進、当市の地域農業
の発展のため、尽力してまいります。
　最後に農業委員会の公平公正な運営に努め、今
後とも皆様からご支援ご協力をお願い申し上げま
して、就任のごあいさつといたします。

農業委員・農地利用最適化推進委員の担当区域の一覧
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●月4回発行（毎週金曜日）　●購読料／月900円

　６月30日の農業委員会総会後に「農地の利用調整を考える研修会」を開催しました。
　前半は「農業生産力維持に向けた担い手への聞き取り調査※」について、糸魚川農業普及指導
センターから調査結果の報告がありました。
　担い手からは、経営規模の拡大が進まない理由として、収穫作業時期の集中や、乾燥調整施設

　研修の最後には、研修内容や地域の課題について、参加者同士で意見交換を行いました。
　効率的な生産体制を整えるため、地域等で賃借料や農地集積・集約について話し合いましょう。

農地パトロールを実施します
　10月から11月にかけて、農業委員・農地利用最適化推進委員が農
地を見回り、遊休農地や違反転用等がないか、確認を行います。農地
内に立ち入る場合がありますので、ご理解とご協力をお願いします。

※ 農業生産力維持に向けた担い手への聞き取り調査…令和 7年度に県・市が実施。面談により意向確認を行った。

の不足等があげられました。また、農地集約の必要性を
感じているものの、農地の賃借料（小作料）のばらつきや、
地主の意向により集約が進まないとの意見もありました。
　賃借料については、平成21年の農地法改正により標準
小作料制度が廃止され、現在は決まった賃借料がなく、
地域や地主により異なる状況です（農業委員会では年１
回、地区ごとの平均額等をお知らせしています。）。

「根知地区農地利用調整組織」　とは
目　的
構成員
特　徴

賃借料の統一、農地の集積・集約化による効率的な生産体制の構築（令和５年設立）
根知地区の担い手、農業関係者、地域振興関係者
①農地利用調整の促進を地域課題として位置付けし、根知振興協議会が協力。利用調整の
窓口を公民館に設置

②農地調整のルール及び組織構成員の役割を明文化し、目安となるエリア別賃借料を設定
③担い手が主体となり話し合い

　そこで、研修の後半では、賃借料等について地域で調整を行う「根知地区農地利用調整組織」
について、同地区の加藤農業委員から話を伺いました。

農地の利用調整を考える研修会


